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ん
で
い
る
地
域
の
住
民
や
、関
係
機
関
・

協
力
事
業
所
の
日
頃
か
ら
の
活
動
や
仕

事
の
な
か
で
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
な
が
ら
、
高
齢
者
を
さ
り
げ

な
く
見
守
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の

異
変
（
下
記
例
）
に
気
付
い
た
時
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
普
段
の
生
活
で
、「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど
の
あ

い
さ
つ
か
ら
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高

齢
者
に
、
行
事
な
ど
へ
の
お
誘
い
の
声

掛
け
や
、
買
物
に
出
掛
け
る
時
・
洗
濯

物
を
干
し
に
出
た
時
・
子
供
の
送
り
迎

え
の
時
な
ど
に
高
齢
者
ご
本
人
や
家
の

様
子
を
気
に
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
時
、「
あ
れ
？
い
つ
も
と
ち
ょ
っ

と
違
う
な
」
と
思
う
こ
と
が
、
こ
の
見

守
り
事
業
の
実
施
方
法
で
す
。

異
変
の
具
体
例

①�

郵
便
受
け
に
新
聞
や
郵
便
物
が
た

ま
っ
て
い
る
。

②�

家
の
明
か
り
が
つ
い
た
ま
ま
、
ま
た

は
消
え
た
ま
ま
の
状
態
が
続
い
て
い

る
。

③�

晴
れ
て
い
る
の
に
数
日
間
、
雨
戸
が

閉
ま
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

④�

同
じ
洗
濯
物
が
何
日
も
干
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
な
ど
。

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課
　
高
齢
福
祉

グ
ル
ー
プ
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
８
直
通
、

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
必
要
性

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
た

め
に
は
、
身
近
な
地
域
の
人
々
と
の
交

流
や
日
常
の
安
否
確
認
を
通
し
て
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
問
題
を
発
見
し
、
必

要
な
支
援
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
関
係
機
関
や
関
係
事
業
所
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

見
守
り
の
対
象
者

　
市
内
に
在
住
す
る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
す
。

見
守
り
事
業
の
実
施
方
法

　
こ
の
見
守
り
事
業
は
、
高
齢
者
が
住

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
に
伴
う
諸
問
題
が
生
じ
て
い
る
中
、
桜
川
市
で
も
１
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
孤
立
化
・
孤
独
死
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
茨
城
県
内
初
の
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
に
着
手
し
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
的
確
な
対
応
が
と
れ
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

高齢者をさりげなく見守る
市内外の 52事業所と９つの関係機関が協力した

「桜川市高齢者見守りネットワーク事業」がスタート

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

- 高齢者見守りネットワーク事業協定調印式 -　

　10 月 24 日、大和ふれあいセンターで高齢者を“さりげなく見守る”桜川市高齢者見守りネットワーク事

業の協定調印式が行われました。

　調印式には、この事業の趣旨に賛同していただいた、地域と密着した市内外の 52事業所と９つの関係機関

が出席しました（写真左）。協力事業所を代表して、真壁医師会桜川支部の延
のぶ

島
しま

茂
しげ

人
ひと

支部長と中田市長との間

で協定書に調印が行われました（写真右）。

協力事業所 事業所数

真壁医師会桜川支部 １

桜川市商工会 １

シルバー人材センター １

ボランティア連絡会 １

郵便事業所 ３

金融機関 １２

新聞販売店 ８

牛乳販売店 ６

ヤクルト販売店 ２

ガス販売事業所 １４

生活協同組合 ２

電気事業所 １

計 ５２

関　係　機　関

桜川警察署

桜川消防署

桜川市区長会連合会

桜川市民生委員児童委員連合協議会

桜川市高齢者クラブ連合会

桜川市社会福祉協議会

岩瀬地区在宅介護支援センター

大和地区在宅介護支援センター

真壁地区在宅介護支援センター

高齢者見守りネットワーク事業の流れ

桜 川 警 察 署
桜 川 消 防 署

地域包括支援センター

行方不明高齢者などの
情報交換

緊
急
時
は
直
接
通
報

緊
急
時
は
直
接
通
報

行
方
不
明
高
齢
者
な
ど
の

情
報
提
供

行
方
不
明
高
齢
者
な
ど
の

情
報
提
供

異
変
発
見
時
に

情
報
提
供

異
変
発
見
時
に

情
報
提
供

必
要
な
支
援

相
　
談

関
係
機
関

協
力
事
業
所

な
ど

地域の住民

見守り

見守り見守り

連　携
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～ 

平
成
24
年 
秋
の
叙
勲 

～

　
平
成
24
年 

秋
の
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ

れ
桜
川
市
か
ら
３
人
の
方
が
受
章
の
栄
誉
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

な
ど
を
歴
任
し
、
退
職
後
も
社
会

教
育
指
導
員
、
教
育
委
員
を
務
め

る
な
ど
長
年
に
わ
た
り
教
育
行
政

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、「
こ
の
度
、
は
か
ら
ず

も
受
章
の
栄
に
浴
し
感
激
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
受
章
は
、
長
い
間

私
を
支
え
育
て
て
く
れ
た
多
く
の

方
々
や
子
供
た
ち
の
お
か
げ
で
あ

る
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様

方
の
ご
恩
に
報
い
る
た
め
に
、
少

し
で
も
地
域
の
お
役
に
た
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。」
と
受
章
の
喜
び
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

看
護
部
長
な
ど
を
経
て
、
平
成
16

年
４
月
か
ら
平
成
19
年
３
月
ま
で

は
看
護
部
長
と
し
て
看
護
業
務
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、「
こ
の
度
、
思
い
が
け

ず
秋
の
叙
勲
の
栄
に
浴
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
事
は
、
多
く
の
関
係

者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

の
賜
で
あ
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
今
ま

で
培
っ
た
看
護
師
と
し
て
の
経
験

を
活
か
し
て
、
地
域
の
た
め
に
貢

献
し
て
参
り
ま
す
。」
と
受
章
の
喜

び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

従
事
さ
れ
鉄
道
輸
送
の
使
命
達
成

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
入
社
後
の
24
年
間
は
関
東
鉄
道

筑
波
線
の
通
信
係
に
従
事
、
そ
の

後
は
同
鉄
道
常
総
線
の
助
役
・
駅

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、「
今
回
、
こ
の
よ
う
な

栄
誉
な
機
会
に
恵
ま
れ
喜
び
に
堪

え
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
、
多
く
の
先

輩
を
は
じ
め
同
僚
、
家
族
の
支
え

の
賜
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
健
康
に
留
意

し
て
自
分
の
で
き
る
こ
と
で
地
域

へ
貢
献
し
て
い
き
た
い
。」
と
受
章

の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
田
崎
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
に
下

館
第
一
中
学
校
に
教
諭
と
し
て
赴

任
さ
れ
て
以
来
、
県
教
育
庁
、
県

西
教
育
事
務
所
、
下
館
中
学
校
長

　
栗
崎
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
４
月

か
ら
平
成
19
年
３
月
ま
で
の
35
年

間
に
わ
た
り
、
県
西
総
合
病
院
に

勤
務
。
同
病
院
の
看
護
婦
長
、
副

　
田
崎
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
に
関

東
鉄
道
株
式
会
社
へ
入
社
後
、
平

成
18
年
１
月
末
ま
で
の
42
年
と
い

う
長
き
に
わ
た
り
、
鉄
道
業
務
に

◆
瑞ず

い

宝ほ

う

双そ

う

光こ

う

章
し
ょ
う

　
田た

崎さ

き 

光み

つ

紀の

り 

さ
ん

　 

元 

公
立
中
学
校
長

（
72
歳
・
真
壁
町
伊
佐
々
地
区
）

◆
瑞ず

い

宝ほ

う

単た

ん

光こ

う

章
し
ょ
う

　
栗く

り

崎ざ

き 

八や

重え

子こ 

さ
ん

　 

元 

県
西
総
合
病
院 

看
護
部
長

（
65
歳
・
青
木
地
区
）

◆
瑞ず

い

宝ほ

う

単た

ん

光こ

う

章
し
ょ
う

　
田た

崎さ

き 

宗む

ね

雄お 

さ
ん

　 

元 

関
東
鉄
道
水
海
道
駅 

管
区
長

（
65
歳
・
真
壁
町
下
小
幡
地
区
）

受
章お

め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

行 政

情 報
市の動き

　
平
成
24
年
10
月
23
日
開
会
の

第
４
回
臨
時
議
会
で
、
相
田
一

良 

氏
が
市
監
査
委
員
と
し
て
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

■
主
な
経
歴

旧
大
和
村
議
会
議
員
、
桜
川
市
議

会
議
長

市監査委員

相
あい

田
だ

　一
かず

良
よし

 氏
（東飯田地区）

市
監
査
委
員
に

相あ

い

田だ 

一か

ず

良よ

し 

氏
が
選
任
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◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
期

間
が
終
了
し
た
後
に
発
売
さ
れ
る

薬
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後

発
医
薬
品
）
で
す
。
成
分
や
効
き

目
は
新
薬
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す

が
、
価
格
は
新
薬
に
比
べ
、
２
割

か
ら
７
割
程
度
安
く
な
り
ま
す
。

◆
安
さ
の
秘
密
と
安
全
性

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新

薬
に
比
べ
て
研
究
開
発
期
間
が
短

い
た
め
、
そ
の
分
価
格
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
新
薬

と
同
等
の
品
質
・
効
果
が
確
認
さ

れ
た
上
で
販
売
が
認
可
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
安
全
性
の
面
で
も
新

薬
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◆
種
類
も
様
々

　
様
々
な
病
気
や
症
状
に
対
応
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
カ
プ
セ
ル

や
錠
剤
、
点
眼
薬
な
ど
、
種
類
や

形
状
も
豊
富
で
す
。
ま
た
、
同
じ

種
類
の
新
薬
に
比
べ
、
飲
み
や
す

い
形
や
大
き
さ
に
変
更
さ
れ
た
も

の
な
ど
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
　

　
　
　
処
方
し
て
も
ら
う
に
は

　
医
師
や
薬
剤
師
に
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
旨
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
桜
川
市
の
国
民
健
康
保
険
担
当

窓
口
で
は
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
カ
ー

ド
」
を
配
布
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の

カ
ー
ド
を
医
療
機

関
や
調
剤
薬
局
の

窓
口
に
提
示
す
る

こ
と
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
変
え
て
ほ
し
い
こ
と
を
簡
単
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
２
５
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

選
挙
人
名
簿
登
載
の
資
格
要
件

　
名
簿
に
登
載
で
き
る
方
は
、
平

成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
桜
川
市

内
に
住
所
を
有
し
、20
歳
以
上（
平

成
５
年
４
月
１
日
以
前
に
出
生
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
方
で
す
。

①  

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を

　 
耕
作
し
て
い
る
経
営
主
の
方

②  
①
の
経
営
主
の
同
居
の
親

　 

族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、

　 

年
間
お
お
む
ね
60
日
耕
作

　 

に
従
事
し
て
い
る
方

③  

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を

　 

耕
作
し
て
い
る
農
業
生
産

　 

法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま

　 

た
は
株
主
で
あ
っ
て
、
年

　 

間
お
お
む
ね
60
日
耕
作
に

　 

従
事
し
て
い
る
方

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
変
え
て

医
療
費
の
負
担
軽
減
を

　
桜
川
市
で
は
、
医
療
費
の
負
担
軽
減
が
期
待
で
き
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
の
利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
で
、
薬
代
の
負
担
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

■
お
詫
び
と
訂
正

　
11
月
１
日
発
行
の
「
広
報
さ

く
ら
が
わ
」
の
４
頁
～
５
頁
に

か
け
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
「
新

た
な
農
業
委
員
27
人
が
決
ま
り

ま
し
た
」
の
掲
載
記
事
の
中
で
、

農
業
委
員
の
お
名
前
に
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
誤
　
上う

え

野の

　
誠せ

い

一い
ち

　
72
歳

　
正
　
上う

え

野の

　
征せ

い

一い
ち

　
72
歳

■
申
請
手
続

　
12
月
中
旬
に
、「
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
選
挙
人
資

格
を
有
す
る
方
で
選
挙
人
名
簿
へ

の
登
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
平
成
25
年
１
月
７
日
（
月
）

ま
で
に
、
農
業
委
員
会
事
務
局

（
真
壁
庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
岩

瀬
・
大
和
庁
舎
）
の
い
ず
れ
か
に

提
出
（
郵
送
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
区
長
・
生
産
組
合
長
な

ど
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
る
地
区

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
ご
協
議

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
請
書
郵
送
先
／
桜

川
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
〒

３
０
０-

４
４
９
５ 

桜
川
市
真

壁
町
飯
塚
９
１
１
　
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
１
８
１
）

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
桜
川
市
に
住
所
が
あ
る
資
格
要
件

を
備
え
て
い
る
方
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
選
挙
資
格
を
審
査
し
た
う
え
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
と
、
投
票
も
リ
コ
ー
ル
の
請
求
も
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。



テ
レ
ビ
朝
日「
ナ
ニ
コ
レ
珍
百
景
」で

世
界
み
か
げ
石
引
選
手
権
を
紹
介

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
」
か
ら

秋
の
味
覚
で
賑
わ
う

「
桜
川
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
市
」

自
警
団 

「
き
さ
ら
ぎ
の
会
」
が

文
部
科
学
大
臣
表
彰

岩
瀬
小
児
童
が

下
水
道
の
仕
組
み
を
楽
し
く
学
習

力
い
っ
ぱ
い
「
み
か
げ
石
」
を
引
っ
張
る
タ

レ
ン
ト
の
野
村
将
希
さ
ん
、
ボ
ビ
ー
・
オ
ロ

ゴ
ン
さ
ん
、
武
蔵
さ
ん
（
写
真
右
か
ら
）

岩
瀬
駅
前
で
は
岩
瀬
高
校
の
生
徒
た
ち
な
ど

約
70
人
が
参
加
し
て
、
あ
い
さ
つ
・
声
か
け

運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

桜
川
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
市
の
様
子

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
「
き
さ
ら
ぎ
の
会
」
の
下
条
会
長
（
写

真
右
）
と
又ま

た

村む
ら

和か
ず

子こ

さ
ん
（
写
真
左
）

臭
い
汚
水
が
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
な
り
、

匂
い
が
無
く
な
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
児
童

た
ち

　
11
月
３
日
に
岩
瀬
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
た

桜
川
市
民
祭
in
い
わ
せ
で
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

る
珍
競
技
「
世
界
み
か
げ
石
引
き
選
手
権
大
会
」

に
、
タ
レ
ン
ト
の
ボ
ビ
ー
・
オ
ロ
ゴ
ン
さ
ん
、
野の

村む

ら

将ま

さ

希き

さ
ん
、
武む

蔵さ

し

さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
朝
日
で
毎
週
水
曜
の
夜
７
時

か
ら
放
映
し
て
い
る
「
ナ
ニ
コ
レ
珍
百
景
」
の
収

録
の
た
め
に
競
技
に
参
加
し
た
も
の
で
す
。

　
２
２
０
㎏
の
「
み
か
げ
石
」
を
３
人
１
組
で
25

ｍ
引
っ
張
る
タ
イ
ム
レ
ー
ス
に
参
加
し
た
３
人

に
、
観
客
は
声
援
と
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
模
様
は
、
当
番
組
内
で
放
映
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
11
月
１
日
の
朝
、
岩
瀬
駅
前
で
青
少
年
育
成
桜

川
市
民
会
議
主
催
の
「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動 

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
実
施
さ
れ
、
岩
瀬
高
校

の
生
徒
た
ち
と
市
民
会
議
岩
瀬
支
部
の
方
々
が
Ｊ

Ｒ
水
戸
線
の
乗
降
客
に
元
気
な
声
を
か
け
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
近
年
の
地
域
社
会
で
の
人
間
関
係
の

希
薄
化
な
ど
の
問
題
解
決
を
図
る
た
め
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
よ
う
と
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
市
内
の
各
小
中
学
校

な
ど
で
も
一
斉
に
実
施
さ
れ
、
朝
か
ら
校
内
に
元

気
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
18
日
、
桜
川
筑
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
南

側
の
桜
川
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
で
、
市
主
催
の
「
桜
川

ロ
ー
ド
パ
ー
ク
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
桜
川
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
を
活

用
し
、
北
関
東
自
動
車
道
や
国
道
50
号
利
用
者
、

地
元
消
費
者
、
生
産
者
、
商
工
業
者
の
相
互
交
流

に
よ
る
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
当
日
は
、
常
陸
秋
そ
ば
の
新
そ
ば
販
売
、
Ｊ
Ａ

北
つ
く
ば
や
真
壁
高
校
な
ど
の
物
産
品
販
売
、
軽

食
や
即
興
似
顔
絵
な
ど
が
出
店
し
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
暖
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
家
族
連
れ

な
ど
約
５
０
０
人
の
方
が
来
場
し
、
買
い
物
を
し

な
が
ら
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
11
月
8
日
、
熊
本
県
の
熊
本
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
た
文
部
科
学
省
の
主
催
の
平
成
24
年
度
学
校

保
健
お
よ
び
学
校
安
全
表
彰
で
、
自
警
団 

き
さ

ら
ぎ
の
会
（
下し

も

条
じ
ょ
う

美み

代よ

子こ

会
長:

木
植
地
区
）
が

文
部
科
学
大
臣
か
ら
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
旧
岩
瀬
町
の
各
種
団
体
の
女
性
の
長

が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
発
足
し
、
現
在
の
会
員
は

15
人
。
毎
日
、
児
童
の
登
校
時
に
横
断
歩
道
で
の

立
哨
や
低
学
年
の
下
校
の
付
き
添
い
（
月
１
回
実

施
）
な
ど
で
安
全
活
動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
下

条
会
長
は
、「
今
後
も
児
童
た
ち
の
安
全
確
保
の
た

め
続
け
て
い
き
ま
す
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
12
日
、岩
瀬
小
学
校
で
4
年
生
を
対
象
に
、

桜
川
市
と
茨
城
県
県
西
流
域
下
水
道
事
務
所
が
下

水
道
出
前
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
小
学
校
の
４
年
生
を
対
象
に
、

下
水
道
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
講
座
で
は
、下
水
道
の
役
割
に
つ
い
て
、パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
、
ク
イ
ズ
や
ビ
デ
オ
、
実
際

の
汚
水
な
ど
を
示
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説
明

し
た
り
、
簡
単
な
実
験
を
し
ま
し
た
。

　
講
義
を
受
け
た
約
70
人
の
児
童
た
ち
は
、
ク
イ

ズ
に
答
え
た
り
、
実
験
に
参
加
し
た
り
と
、
楽
し

く
下
水
道
に
関
す
る
知
識
を
学
習
し
ま
し
た
。

　
10
月
26
日
、明
野
自
動
車
学
校
㈱
を
会
場
に「
桜

川
地
区
安
全
運
転
競
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
桜
川
警
察
署
管
内
の
１
５
３
の
事
業

所
で
構
成
さ
れ
る
桜
川
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協

議
会
の
主
催
で
、
事
業
所
職
員
の
安
全
運
転
技
術

の
向
上
と
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
、
毎
年
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
各
事
業
所
か
ら
18
人
が

参
加
し
、
交
通
法
規
と
実
技
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
結
果
、
男
子
の
部
で
栁

や
な
ぎ

澤さ
わ

春は
る

男お

さ
ん（
昭

和
金
属
㈱
）・
川か

わ

那な

子ご

直な
お

樹き

さ
ん（
桜
川
消
防
署
）、

女
子
の
部
で
大お

お

関ぜ
き

あ
や
の
さ
ん（
エ
ン
ケ
イ
マ
カ

ベ
㈱
）が
県
大
会
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

事
業
所
代
表
が
安
全
運
転
技
術
を
競
う

-

桜
川
地
区
安
全
運
転
競
技
大
会-

安
全
運
転
競
技
大
会
で
最
優
秀
賞
の
栁
澤
さ

ん
（
写
真
中
央
）
と
大
関
さ
ん
（
写
真
左
）、

優
秀
賞
の
川
那
子
さ
ん
（
写
真
右
）

市
民
文
化
祭
「
将
棋
大
会
」
で

女
流
棋
士
が
指
導
対
局

「
３
面
指
し
」
で
指
導
対
局
を
行
う
本
田
さ
ん

（
写
真
左
）
と
真
剣
な
表
情
で
指
導
を
受
け
る

参
加
者
の
皆
さ
ん

県
大
会
準
優
勝
を
決
め
次
の
関
東
大
会
に
向

け
て
毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
る
真
壁
バ
レ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
女
子
）
の
皆
さ
ん

　
11
月
18
日
、
岩
瀬
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た

市
民
文
化
祭
「
将
棋
大
会
」
に
、
水
戸
市
出
身
で

女
流
三
段
の
本ほ

ん

田だ

小さ

百ゆ

合り

さ
ん
が
招
か
れ
、
将
棋

を
指
導
し
ま
し
た
。

　
本
田
さ
ん
は
、
13
歳
で
棋
士
の
道
に
入
り
、
今

年
9
月
26
日
に
三
段
に
昇
段
。
将
棋
の
普
及
活
動

に
も
力
を
い
れ
て
お
り
、
本
市
の
大
会
に
は
昨
年

に
引
き
続
き
２
度
目
の
来
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
１
３
０
名
が
参
加

し
、
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。
本
田
さ
ん
は
、
大

会
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
指
導
し
た
り
、
無

料
で
行
っ
た
指
導
対
局
で
３
人
を
１
度
に
相
手
す

る
「
３
面
指
し
」
を
し
た
り
し
ま
し
た
。真

壁
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
女
子
）

茨
城
県
大
会
で
準
優
勝

　
10
月
27
・
28
日
、
常
陸
大
宮
市
西
部
運
動
公
園

体
育
館
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
、
第
29
回
茨

城
新
聞
社
杯
茨
城
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

で
真
壁
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
女
子
）

が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
総
勢
32
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
３

セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
。

　
決
勝
で
は
、
真
壁
が
第
１
セ
ッ
ト
を
先
取
し
た

も
の
の
第
２
・
３
セ
ッ
ト
を
奪
わ
れ
、
優
勝
は
逃

し
ま
し
た
が
好
試
合
を
展
開
。
同
少
年
団
は
、
今

大
会
の
準
優
勝
で
関
東
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
へ
の
出
場
が
決
定
し
て
お
り
、
上
位
入
賞
を
目

標
に
毎
日
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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少子・高齢化が進展する現在、資格者として医療の分野
で輝けるフィールドが大きく広がっています。
当学院では、幅広い年齢層の生徒が共に学び、地域医療
の最前線で活躍しています。

資格取得！資格取得！

真壁医師会 准看護学院
☎0296-22-7702

筑西市二木成827-1（下館南中学校そば）
http://www.m-ishikai.com/gakuin/

募集要項 領布中
入学相談・学院見学
随時受付中 

准看護師准看護師
地域医療に貢献する

弁護士法人
萩原総合法律事務所
弁護士法人
萩原総合法律事務所

☎0296-48-8875

『借金・離婚・交通事故など』『借金・離婚・交通事故など』

筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）

毎週水曜日は、夜８時まで
ご相談いただけます。（予約制）

茨城県弁護士会所属  弁護士  萩原慎二茨城県弁護士会所属  弁護士  萩原慎二
弁護士  平久　真弁護士  平久　真

なんでも法律相談会開催！！なんでも法律相談会開催！！年末無料！！年末無料！！
日　時：12月29日（土）9：00～17：00
場　所：弁護士法人萩原総合法律事務所
■どなたでもご利用いただけます。
■完全予約制となります。お早めにご予約ください！

INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

特
定
健
診
の
未
受
診
者
健
診

を
実
施
し
ま
す

国
保
年
金
課

　
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
は
、
全
員
が

特
定
健
診
の
受
診
対
象
と
な
り
ま

す
（
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
を
除

く
）。

悪
質
な
投
資
勧
誘
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

関
東
財
務
局
水
戸
財
務
事
務
所

　
悪
質
な
業
者
に
よ
る
未
公
開
株

な
ど
の
投
資
勧
誘
の
被
害
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
不
審
な
投
資
勧
誘
を
受
け
た
場

合
に
は
、
す
ぐ
に
当
事
務
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
関
東
財
務
局
水
戸
財

務
事
務
所 

理
財
課
（
☎
０
２
９-

２
２
１-

３
１
８
８
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

12
月
10
日
～
16
日
ま
で
は
、

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
で
す

内
閣
官
房
拉
致
問
題
対
策
本
部

　
拉
致
問
題
を
始
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

は
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

解
決
の
た
め
に
は
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
、
関
心
と
認
識
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
政
府
は
、国
の
責
任
に
お
い
て
、

拉
致
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、

全
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早

い
帰
国
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。

■
問
合
先
／
内
閣
官
房
拉
致
問

題
対
策
穂
部
事
務
所
（
☎
０
３-

５
２
５
３-

２
１
１
１
）

「
福
祉
・
介
護
職
場
」
就
職

相
談
会
（
無
料
）社

会
福
祉
法
人

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
福
祉
・
介
護
職
場
へ
の
就
労
を

希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
就
職
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
経
験
豊
か
な
専

門
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
開
催
日
時
／
12
月
12
日
、
平
成

25
年
１
月
９
日
、
２
月
13
日
、
３

月
13
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）、

13
時
～
15
時
30
分

■
会
場
／
結
城
市
社
会
福
祉
協
議

会 

相
談
室
（
市
役
所
駅
前
分
庁

舎
内
〈
し
る
く
ろ
ー
ど
３
階
〉、

結
城
市
結
城
７
４
７
３
）

■
相
談
内
容
／
求
職
相
談
、
福
祉

の
仕
事
・
資
格
な
ど
の
相
談
、
求

人
相
談

■
問
合
先
／
社
会
福
祉
法
人 

茨

城
県
社
会
福
祉
協
議
会 

茨
城
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
９

-

２
４
４-

４
５
４
４
）

藍
染
め
展
覧
会
　
　
　
　
　

　
　
　
　「
真ま

壁か
べ

藍あ
い

・
10
年
」

生
涯
学
習
課

　
真
壁
伝
承
館
で
、「
真
壁
藍
・
10

年
」と
題
し
て
、伝
統
技
術
を
受
け

継
ぎ
、
現
代
に
生
か
さ
れ
て
い
る

藍
染
め
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

　
蒅

す
く
も

を
発
酵
さ
せ
た
藍
の
染
液
で

染
め
る
真
壁
藍
は
、
化
学
染
料
を

一
切
使
用
し
な
い
藍
染
め
と
し
て

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
本
展
で
は
真
壁
藍
に
つ
い
て
、

写
真
資
料
や
藍
染
の
作
品
を
中
心

に
、10
年
の
歩
み
を
た
ど
り
ま
す
。

　
会
期
中
、
真
壁
藍
に
よ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
藍
を

使
っ
た
楽
し
い
作
品
づ
く
り
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ

い
。

■
会
期
／
12
月
15
日
（
土
）
～
23

日
（
日
）、
９
時
～
17
時

■
入
場
料
／
無
料

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館 

ま
か
べ

ホ
ー
ル

■
会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト

▼
12
月
15
日
（
土
）、
10
時
～

・ 『
藍
あ
い
ト
ー
ク
』、
藍
師 

新に

居い 

修
お
さ
む 

氏
、
染
織
作
家 

ア
キ

ヤ
マ 

セ
イ
コ 

氏
、
藍
染
め
作

家 

村む
ら

田た 

徳の
り

行ゆ
き 

氏

・ 『
藍
染
め
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
』、
真
壁
藍
保
存
会
の

み
な
さ
ん

▼
12
月
16
日（
日
）、10
時
～
12
時
、

参
加
費 

５
０
０
円

・ 『
藍
で
お
絵
か
き
』
講
師 

ア
キ

ヤ
マ 

セ
イ
コ 

氏
。
沈
殿
藍
を

使
っ
て
文
字
や
絵
を
描
き
、

テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
を
作
り
ま

す
。

■
問
合
先
／
生
涯
学
習
課
（
真
壁

伝
承
館
内 

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
１
）

　
今
年
度
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い

方
は
、
次
の
日
程
で
行
う
未
受
診

者
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
会
場
と
も
、
お
住
ま
い

の
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
受
診
で
き

ま
す
。

　
未
受
診
者
健
診
の
日
程
で
ご
都

合
の
悪
い
方
は
、
県
内
の
各
契
約

医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

■
日
程
・
実
施
場
所

・ 

12
月
12
日
（
水
）
／
岩
瀬
福
祉

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
ｍ（
毎
週
月
曜
日
に
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に

害
の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が

放
射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表

す
単
位

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１

代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
の
測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー

・ 

12
月
13
日
（
木
）
／
真
壁
福
祉

セ
ン
タ
ー

・ 

12
月
14
日
（
金
）
／
大
和
体
力

増
進
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
／
７
時
～
８
時
30
分

（
※
受
診
券
が
な
い
場
合
は
当
日

受
付
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課 

国
保

給
付
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
２
９
６

-

75-

３
１
２
５
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

新
入
学
児
童
に
ラ
ン
ド
セ
ル

を
贈
呈
し
ま
す

学
校
教
育
課

　
市
で
は
、
小
学
校
就
学
時
の
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
平

成
25
年
４
月
入
学
児
童
に
ラ
ン
ド

セ
ル
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
贈
呈
は
、
２
月
に
各
小
学
校
で

予
定
し
て
い
る
入
学
説
明
会
時
に

行
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
学
校
教
育
課
（
☎

０
２
９
６-

55-

１
１
９
８
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

企
画
課

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
時
点
は
12
月
31
日
（
月
）

で
す
。
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

　税・保険料は納期内に納め
るようにしましょう。
　また、納め忘れがなく簡
単で便利な口座振替制度を
ご利用ください。

12月納期の
税・保険料

・・・・・

国民健康保険税　　6期

後期高齢者医療保険料　6期

介護保険料　　　　5期

納期限／12月 25日（火）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

募
　
集

健
康
・
福
祉

　市民の皆様の声を行政に

反映するために、市長と語

り合ってみませんか。話題

はなんでも結構です。

■日時／ 12 月 17 日（月） 

　9 時～12 時・13 時～16 時

■ 場所／市役所 岩瀬庁舎

（岩瀬 64-2）

■ 問合先／秘書広報課（☎

58-5111・75-3111 代表）

※ 次 回 ／ 1 月 28 日（ 月 ）  

市役所 真壁庁舎（真壁町

飯塚 911）

市長と語ろう！

「市民の日」

桜川市の放射線量

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

測定日

（天気）

測定時間

9時 12時 15 時

11/ ５（曇） 0.094 0.084 0.089

11/12（曇→晴） 0.092 0.099 0.085

11/19（曇） 0.085 0.089 0.088



１
月
の
乳
幼
児
健
診
・

育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
24
・
１
月
生

・
日
程
／
１
月
28
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
３
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
21
・
10
月
、
11
月
生

・
日
程
／
１
月
22
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

・
持
参
／
母
子
健
康
手
帳

１
月
の
成
人
健
康
づ
く
り

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
乳
幼
児
～
高
齢
者

・�

日
程
／
１
月
16
日
（
水
）、
31

日
（
木
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※
子
ど
も
の
計
測
、
離
乳
食
・
栄

養
相
談
希
望
者
は
、
要
予
約

１
月
の
精
神
保
健

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア（
要
予
約
）

・�

日
程
／
１
月
16
日
（
水
）、
22

日
（
火
）、
29
日
（
火
）

・�
開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時

30
分

・�

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
１
月
21
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担

当
し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、

目
と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・
対
象
／
Ｈ
22
・
10
月
、
11
月
生

・
日
程
／
１
月
18
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
23
・
４
月
、
５
月
、

６
月
生

・
日
程
／
１
月
16
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）

１
月
の
母
と
子
の
健
康

づ
く
り

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ラ
ス
（
要
予
約
）

・
対
象
／
初
妊
婦
と
夫

・
日
程
／
１
月
30
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
９
時
45
分
～
15
時

１
月
の
休
日
応
急
診
察

医
療
機
関

１
月
１
日
（
火
）

・
医
療
機
関
名
／
大
塚
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
９
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
１
２

１
月
２
日
（
水
）

・
医
療
機
関
名
／
山
王
病
院

・
住
所
／
岩
瀬
42

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

０
６
０
０

１
月
３
日
（
木
）

・
医
療
機
関
名
／
塚
田
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
飯
塚
97-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
８
５

１
月
６
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
平
島
医
院

・
住
所
／
岩
瀬
１
９
８

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
５
１
０

１
月
13
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
田
崎
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
田
２
６
８

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

２
５
１
１

１
月
14
日
（
月
）

・
医
療
機
関
名
／
阿
部
田
医
院

・�
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
２
３-

１
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・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
３
０
５

１
月
20
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
住
所
／
加
茂
部
４-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

76-

３
１
３
１

１
月
27
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
根
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
２
０
２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
０
２
７

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合

は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
秋
冬
と
乾
燥
が
厳
し
く
な
る
に

つ
れ
て
、
風
邪
や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
に
よ
る
急
性
胃
腸
炎
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
始
め
ま

す
。

寒
く
な
る
と
感
染
症
が

流
行
す
る
の
は
な
ぜ
？

■
冬
は
ウ
イ
ル
ス
が
強
く
な
る

　
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
・
低
湿
度
を

好
み
、
冬
に
な
る
と
夏
よ
り
長
く

生
存
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
感
染

力
を
強
め
ま
す
。
冬
場
に
風
邪
を

始
め
と
す
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
多

く
な
る
の
は
、
外
気
が
寒
く
乾
燥

す
る
た
め
で
す

■
冬
は
人
の
免
疫
力
が
低
下
す
る

　
低
気
温
で
体
温
が
下
が
る
こ
と

で
、人
の
免
疫
力
は
低
下
し
ま
す
。

　
ま
た
、外
気
の
乾
燥
に
加
え
て
、

夏
に
比
べ
て
水
分
を
積
極
的
に
摂

取
し
な
く
な
る
た
め
、
体
内
の
水

分
量
も
少
な
く
な
り
が
ち
。
人
間

の
体
は
60
％
が
水
分
で
す
が
、
体

内
の
乾
燥
に
よ
り
喉
や
気
管
支
の

粘
膜
が
カ
ラ
カ
ラ
に
な
る
と
、
本

来
粘
液
で
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防

い
で
い
る
ノ
ド
や
鼻
の
粘
膜
が
傷

み
や
す
く
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

■
冬
は
飛ひ

沫ま
つ

感か
ん

染せ
ん

の
範
囲
が
広
く

な
る

　
外
気
の
乾
燥
に
よ
っ
て
咳
や
く

し
ゃ
み
の
飛
沫
が
小
さ
く
な
り
、

飛
沫
に
乗
っ
た
ウ
イ
ル
ス
が
よ
り

遠
く
ま
で
飛
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
一
度
の
咳
・
く
し
ゃ
み
に
よ

る
感
染
範
囲
が
広
く
な
り
、
感
染

ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
ま
す
。

感
染
症
の
予
防

　
感
染
症
の
多
く
が
、
手
に
つ
い

た
病
原
菌
が
口
か
ら
入
る
こ
と
に

よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
て
い
ね
い

な
手
洗
い
で
、
感
染
症
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１.

手
洗
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
外
出
先
か
ら
戻
っ
た
と
き
、
調

理
の
前
、
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の

後
な
ど

２.

手
洗
い
の
方
法

　
時
計
や
指
輪
を
は
ず
し
、
石
け

ん
を
泡
立
て
、
指
や
手
の
ひ
ら
の

し
わ
の
間
も
指
を
立
て
こ
す
り
洗

い
を
し
ま
し
ょ
う
。
流
水
で
て
い

ね
い
に
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

３.

手
拭

　
各
自
専
用
の
タ
オ
ル
、
ま
た
は

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
タ
オ
ル
の
共
有
は
相
互

感
染
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

４.

そ
の
他
の
予
防
法

①�

外
出
先
か
ら
戻
っ
た
後
の
う
が

い
②
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

③�

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
十
分

な
睡
眠
に
よ
る
体
力
の
維
持

④
室
内
の
換
気
と
、
適
度
な
加
湿

⑤
外
出
時
の
マ
ス
ク

１月分

《問合先》健康推進課
　　　　 ☎ 0296- 75- 3 1 5 9（直通）
　　　　 ☎ 58-5111・75-3111（代表）

☎０２９６－２０－６０７１☎０２９６－２０－６０７１
介護老人保健施設 さくらがわ介護老人保健施設 さくらがわ
内科・外科・消化器内科・循環器科・呼吸器科・耳鼻科内科・外科・消化器内科・循環器科・呼吸器科・耳鼻科

☎０２９６－５８－５０５８☎０２９６－５８－５０５８
延島クリニック延島クリニック

入所・ショートスティ・通所リハビリテーション介護でお困りの方
介護のご相談は

電話 0296－20－6071電話 0296－20－6071

居宅介護支援事業所
さくらがわ

下館ゴルフ倶楽部
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティ TEL.0296（20）1111

12月13日（木）忘年会レディースコンペ セルフ 10,000円
12月24日（月）クリスマス杯 セルフ 13,000円
料金には、朝・昼食代、税金、パーティー費、参加費を含みます

お一人様5,200円回り放題（昼食なし）

7（金）・10（月）・１4（金）・１7（月）・
21（金）・25（火）・28（金）

12月のセルフデー

下館パークゴルフ場
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティ TEL.0296（22）4189

参加費 お一人様1,500円（税込）

参加費 お一人様1,500円（税込）

参加費 お一人様1,500円（税込）

12月29日（土）打ち納め忘年コンペ

12月16日（日）月例オープン大会

12月13日（木）2012チャンピオン大会

つくば歯科衛生専門学校
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティ TEL.0296（23）1220

就職氷河期に、

求人が10倍！歯科衛生士

学校見学・受験相談は、ご希望に
合わせて実施します。

体験入学

12/22土 1/12
平成25年 土

「
冬
の
感
染
症
」
流
行
と
予
防

１月のきらきら健康講座

「骨・そして足腰から
始めるアンチエイジング
（骨

こ つ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

対策）」
■�対象／市民の方、骨粗鬆症検診要指

導者

■�日時／平成 25 年１月 25 日（金）、

13時 30 分～ 15時

■場所／岩瀬福祉センター 2階会議室

■�講師／県西総合病院整形外科

　中
なか

川
がわ

  司
つかさ

 先生

■参加料／無料

■申込期限／平成25年１月23日（水）

■�問合せ・申込先／健康推進課（☎

75-3159 直通、☎ 58-5111・75-

3111 代表）
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歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 １歯 20 万円～）

床　矯　正
（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）勉強がらくになるのは公文式！勉強がらくになるのは公文式！
はじめよう！

ぜひ一度、

 教室を見に

  来て下さい。

真壁中央・十里・明野ピース･スフィア教室

真壁中央：桜川市真壁町田52-4

乳幼児教室
小学生教室
中学生教室
高校生教室

0296－57－2969代表

　
近
年
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人

が
増
え
て
お
り
、
特
に
認
知
症
の

人
の
介
護
は
、
ほ
か
の
人
か
ら
見

る
と
介
護
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
に
く
く
、
介
護
者
が
誤
解
や
偏

見
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
茨
城
県
内
全
域
で
介
護

中
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に
理
解
い

た
だ
く
た
め
、『
介
護
マ
ー
ク
』

の
導
入
・
普
及
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
対
象
者
に
は
申
請
に
よ

り
配
布
し
ま
す
。

　
配
布
対
象
者

　
市
内
在
住
の
認
知
症
や
介
護
の

必
要
な
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
方

な
ど
を
介
護
し
て
い
る
介
護
者
の

方
で
す
。

　
申
請
お
よ
び
配
布

　
申
請
お
よ
び
配
布
は
、
介
護
長

寿
課
（
岩
瀬
庁
舎
）、
総
合
窓
口

課
（
大
和
・
真
壁
庁
舎
）
で
行
い

ま
す
。

　
な
お
、
申
請
に
は
、
印
鑑
お
よ

び
申
請
者
の
確
認
の
た
め
免
許
証

や
保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明
証
を

ご
持
参
い
た
だ
き
、
お
近
く
の
窓

口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
社
会
を
迎
え
、
認
知
症
患

者
数
が
増
え
続
け
て
い
る
現
在
、

誰
も
が
当
事
者
に
成
り
得
る
身
近

な
病
気
が
認
知
症
で
す
。

　
認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原

因
で
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ

た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
た
め

に
様
々
な
障
害
が
起
こ
り
、
生
活

す
る
上
で
支
障
が
出
て
く
る
状
態

を
い
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と

認
知
症
の
発
症
率
は
高
齢
に
な
る

に
つ
れ
て
高
く
な
り
、『
75
歳
以

上
で
は
、
５
人
に
１
人
』、『
85
歳

以
上
で
は
、
４
人
に
１
人
』
に
、

そ
の
症
状
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
認
知
症
高
齢
者
数
は
今
後
20

年
で
倍
増
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　『
認
知
症
』
の
初
期
症
状

　
認
知
症
の
初
期
症
状
は
、「
物

忘
れ
」
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
物
忘
れ
が
み
ら
れ
る
と
「
認
知

症
か
も
」
と
心
配
に
な
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
認
知
症
と
単
な
る
物

忘
れ
は
下
記
の
よ
う
に
区
別
さ
れ

ま
す
。

　
市
で
は
、
介
護
マ
ー
ク
配
布
や

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

企
画
し
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
に
対
す
る
理
解
や
対
応
が
出
来

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課
・
桜
川

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
５
８
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

　
本
紙
10
月
号
に
次
い
で
、
第
３
回
目
と
な
る
シ
リ
ー
ズ
「
こ
ち
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」。
今
回
は
、『
介
護
マ
ー
ク
』
お
よ
び
『
認

知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
』
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

包域地

こちら

支

括

援

セ
ン
タ
ーVol. ３

介
護
マ
ー
ク

～
安
心
し
て
介
護
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
～

※�外出先などで、この介護マークを見か
けたら温かく見守ってください。

認知症の物忘れ

①�食べたこと自体を忘れて
しまう

②�目の前の人が誰なのかわ
からない

③�置き忘れ・紛失が頻繁に
ある

単なる物忘れ

①�何を食べたかを思い出せ
ない

②�目の前の人の名前が思い
出せない

③�物の置き場所を思い出せ
ないことがある

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
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70-461870-4618

パワーマート岩瀬店前パワーマート岩瀬店前 平日6：30まで受付平日6：30まで受付
ナ　オ　　シ　 ロ　イ　ハ

検索とびた歯科クリニック

（休診日：日曜・祝日、水曜）

桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所

　
歴
史
資
料
館
で
は
第
３
回
企
画

展
と
し
て
、
市
内
の
鎌か

ま

倉く
ら

街か
い

道ど
う

と

小お

栗ぐ
り

道み
ち

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
古
道
の
調
査
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
た
、
茨
城
県
歴
史

の
道
調
査
事
業
（
茨
城
県
、
市
町

村
の
調
査
、
国
庫
補
助
事
業
）
の

経
過
報
告
で
も
あ
り
ま
す
。

　
鎌
倉
街
道
は
、
８
０
０
年
前
の

鎌
倉
時
代
頃
か
ら
武
士
が
鎌
倉
へ

馳
せ
参
じ
る
道
で
、
軍
隊
を
進
め

る
軍
道
と
も
な
っ
た
道
で
す
。

　
関
東
地
方
で
は
鎌
倉
を
起
点
に

上か
み
つ
み
ち道
（
東
京
、埼
玉
・
群
馬
方
面
）、

中な
か
つ
み
ち道
（
栃
木
・
東
北
方
面
）、

下し
も
つ
み
ち道
（
千
葉
・
茨
城
方
面
）
が
あ

り
、
茨
城
県
内
の
鎌
倉
街
道
下
道

は
、
千
葉
県
松
戸
市
か
ら
龍
ヶ
崎

市
、
土
浦
市
を
経
て
石
岡
市
へ
の

ル
ー
ト
が
本
道
の
よ
う
で
す
。

　
桜
川
市
の
鎌
倉
街
道
は
、
こ
の

下
道
や
栃
木
方
面
の
中
道
に
つ
な

が
る
支
道
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
ル
ー
ト
は
筑
西
市
小
栗
か

ら
市
内
青
木
を
経
て
犬
田
神
社
の

南
に
至
る
東
西
道
、
青
木
堰
近
く

の
足
利
橋
か
ら
羽
田
あ
る
い
は
、

犬
田
西
山
へ
と
向
か
う
２
本
の
南

北
道
な
ど
で
す
。
今
回
初
め
て
路

線
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
栗
道
は
真
壁
地
区
の
塙
世
か

ら
小
栗
方
面
へ
一
直
線
に
延
び
る

道
で
す
。
年
代
は
約
１
３
０
０
年

前
の
奈
良
時
代
頃
。
新
治
郡ぐ

ん

衙が

と

真
壁
郡
衙
を
つ
な
ぎ
、
湯
袋
峠
を

越
え
て
国
府
・
石
岡
へ
と
向
か
う

官
道
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
小
栗
道
は
、
真
壁
町
歴
史
民
俗

資
料
館
企
画
展
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
古
道
で
す
が
、
第
３
回
企
画

展
で
は
新
発
見
の
資
料
や
中
世
の

歴
史
景
観
な
ど
を
加
え
て
、
小
栗

道
の
価
値
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る

展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
展
示
で
は
道
沿
い
の
考
古
資
料

や
様
々
な
伝
説
、
古
文
書
、
現
地

写
真
な
ど
か
ら
、
意
外
と
身
近
に

あ
る
古
道
を
歩
き
た
く
な
る
内
容

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
８
０
０
年
前
の
鎌
倉
街
道
と

１
３
０
０
年
前
の
小
栗
道
は
小
栗

東
部
で
交
差
し
ま
す
。
様
々
な
歴

史
が
交
差
す
る
貴
重
な
古
道
調
査

の
成
果
を
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歴
史
講
座
の
ご
案
内

歴
史
の
道
講
座
（
第
１
回
）

　
鎌
倉
街
道
と
小
栗
道
の
調
査

　
成
果
に
つ
い
て

■
日
時
／
平
成
25
年
２
月
３
日

（
日
）
13
時
30
分
～

■
場
所
／
真
壁
伝
承
館
会
議
室
１

（
桜
川
市
真
壁
町
真
壁
１
９
８
）

■
講
師
／
文
化
財
課
展
示
担
当
職

員■
内
容
／
歴
史
の
道
調
査
の
紹
介

と
展
示
解
説
で
す
。
な
お
、
第
２

回
は
３
月
に
予
定
し
て
お
り
、「
古

道
を
歩
く
会
」
で
す
。

■
参
加
費
／
無
料
で
す
。
参
考
資

料
を
配
付
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
教

育
委
員
会 

文
化
財
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
２
１
）

歴

No.47
教育委員会文化財課

文化財グループ

（�☎58-5111・75-
3111 代表）

史
資
料
館
だ
よ
り

小栗道から見た筑波山（真壁町塙世地区）

交差する鎌倉街道と小栗道（筑西市小栗）

第3回企画展
「
歴
史
の
道  
鎌
倉
街
道
と
小
栗
道
」

会
期:

12
月
１
日
～
平
成
25
年
３
月
17
日

場
所:

真
壁
伝
承
館 
歴
史
資
料
館
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》

安斎育郎先生の原発・放射能教室１～３　安斎　育郎 文／監修

読み物特集話のびっくり箱１～６年　　　（株）学研ネクスト 発行

あれからそれから　　　　　　　　　　　高田桂子 作／木曽秀夫 絵

スミス先生ときょうりゅうの国

　　　　　　　　　　　　　　マイケル・ガーランド 作／斉藤　規 訳

《一般図書》

謎解きはディナーのあとで２　　　　　　東川　篤哉 著

聞く力　心をひらく 35のヒント　　　　 阿川　佐和子 著

「いい病院」への挑戦　患者のために出来ること　宗田理・宗田律　著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

【今月のお薦め本】

光圀伝
冲方　丁 著

大和中央公民館
【今月のお薦め本】

日本の昔話えほん ５～10巻
山下　明生　文

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

《児童図書》
放射線になんか、まけないぞ！　　　　　木村　真三 監修
あさのあつこセレクション １～ 10巻　　あさのあつこ 著
あさになったのでまどをあけますよ　　　荒井　良二 著
かいけつゾロリシリーズ 51巻　かいけつゾロリのメカメカ大さくせん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　ゆたか 著
「新ウォーリーハリウッドへいく」チェックリスト　マーティン ハンドフォード 作・絵
《一般図書》
三木良介のロングブレスダイエット　心やせ最強ブレスプログラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三木　良介 著
神様のカルテ ３巻　　　　　　　　　　 夏川　草介 著
悲鳴伝　　　　　　　　　　　　　　　　西尾　維新 著
楽園のカンヴァス　　　　　　　　　　　原田　マハ 著
大活字本シリーズ　ノモハンの夏　上・中・下巻　半藤　一利 著

【今月のお薦め本】

ソロモンの偽証
第１部　事件
宮部みゆき著

《児童図書》

学習図鑑　からだのかがく　　　　　　　ルーファス・ベラミー 著

いちにちのりもの　　　　　　ふくべあきひろ 文／かわしまななえ 絵

ちへいせんのみえるところ　　　　　　　長新太 文／絵

ももんちゃんぎゅっ！　　　　　　　　　とよたかずひこ 文／絵

　※「ももんちゃんあそぼう」シリーズ、最新作まで入荷いたしました

《一般図書》

ひと目でわかるブックトーク　　　　　「この本　読んで！」編集部 編

おもかげ復元師の震災絵日記　　　　　　笹原留似子 著

患者と家族を支える認知症の本　　　　　長谷川嘉哉 著

楽しさいっぱい菊ガーデン　　　　　　　上村　　遙 著

赤猫異聞　　　　　　　　　　　　　　　浅田　次郎 著

地層捜査　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　譲 著

ファールスの薔薇　　　　　　　　　　　森　　　鈴 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

平
日
10
時
〜
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館

一酸化炭素中毒事故防止のお願い一酸化炭素中毒事故防止のお願い
ＬＰガス器具は、正しく使いましょう
長期間使用されたガス器具は安全点検をお奨めします。

室内に煙突（排気筒）が付いている湯沸器や風呂釜、安全装置が付
いていないガス器具をお使いの皆様は、販売店へご相談ください。

ガス器具を使用するときは換気
扇をまわすか窓を開けたりして
必ず換気をしてください。

火のついたことを必ず目で確か
めてください。　　　

茨城県高圧ガス保安協会 岩瀬部会（笠間支部）
☎0296－72－5084（LPG保安センター内）

※株式会社 学研ネクストから寄贈　 ベスト図解百科１～ 15巻、はじめてのかがくずかん１～７・12巻、絵でわかる英語じてん１～５巻、　
読み物特集話のびっくり箱１年～６年上・下巻、日本美術全集１～ 25巻、現代日本アルバム１～ 16巻
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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

ひばりひばり
デイサービスセンター

３つの
特　徴
３つの
特　徴

TEL 0296－76－5021

URL：http://kantoshigen.co.jp/̃hibari/
〒309－1453 桜川市友部951－1

10 月１日オープンにつき利用者募集中！

１.桜川市初の日曜日営業
２.桜川市初の人工炭酸泉
３. 施設内床暖房完備

（導入予定）

　
俳
　
句
　

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】　
　
　
　

老
い
の
足
支
え
る
杖
や
草
枯
る
る

田
中 

は
つ
い

意
の
ま
ま
の
旅た

び

も
早
や
過
去
草
紅
葉

古
橋 
益
子

泣
き
笑
い
雨
風
耐
へ
て
菊
咲
け
り

鈴
木 

登
美
子

ゆ
づ
り
合
ふ
小
径
に
付
き
し
草
虱

皆
川 

和
子

短
日
や
わ
が
身
に
添
は
す
鍵
い
く
つ

鈴
木 

つ
ぎ

子
に
感
謝
湯
気
豊
な
る
鍋
料
理

安
達 

幸
子

秋
深
し
感　

に
酔
ふ
夕
べ
か
な

岩
渕 

の
ぶ
子

川
風
に
吹
か
れ
て
ゐ
た
り
草
の
花

田
代 

て
い
子

被
災
地
の
復
興
お
そ
く
秋
の
雨

代
田 

と
し

　
短
　
歌

【
花
の
室
　
木
崎
集
】　

バ
ラ
色
の
雲
の
花
び
ら
散
り
ば
め
て
人
な
き
ご
と
き

地
平
の
夕
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

塚
田 

沙
玲

夢ゆ
め

翔と

く
ん
　
つ
か
ま
り
立
ち
て
満
一
歳
わ
が
子
の
記

憶
と
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
に
想
う
　
　
　 

石
浜 

今
日
子

酒
蔵
に
ギ
タ
ー
の
音
色
が
響
き
た
り
〈
イ
ル
カ
〉
に

酔
っ
た
一
夜
の
宴
　
　
　
　
　
　 

大
久
保 

ま
さ
子

一
葉
も
残
さ
ぬ
大
樹
見
あ
ぐ
れ
ば
梢
の
間
よ
り
星
座

き
ら
め
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

櫻
井 

ハ
ル
子

亡
き
夫
と
守
り
き
た
る
田
荒
れ
は
つ
る
今
日
は
野
焼

き
の
火
を
放
ち
た
り
　
　
　
　
　
　
　 

塩
谷 

明
子

紋
付
け
て
姿
見
せ
た
る
尉
び
た
き
被
災
の
空
を
越
え

て
来
た
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木 

と
み

風
に
乗
り
馬
に
ま
た
が
り
突
っ
ぱ
し
り
さ
い
果
て
の

地
に
遊
ん
で
み
た
い
　
　
　
　
　
　
　 

塚
本 

幸
子

も
み
じ
し
た
菊
の
一
葉
を
添
え
し
皿
ぶ
り
の
塩
焼
き

ほ
か
ほ
か
匂
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
西
岡 

和
子

柏
崎
芭
蕉
の
句
碑
の
冬
ざ
れ
に
屈
み
つ
つ
な
で
る
冷

た
き
刻
字
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

野
村 
幸
男

若
き
ら
の
こ
と
ば
の
進
化
つ
む
じ
風
「
ら
ぬ
き
」「
超

す
ご
ー
」
今
は
「
す
ご
つ
」　
　
　
　
　
深
谷 

快
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】　
　

ひ
と
時
は
寝
入
り
し
も
の
の
滾た

ぎ

ち
鳴
く
ち
ち
ろ
に
真

夜
を
奪
は
れ
て
を
り
　
　
　
　
　
　 

小
林 

美
瑳
子

今
日
求
め
し
は
衝
動
買
ひ
か
も
こ
の
セ
ー
タ
ー
ま
た

も
広
げ
て
し
ば
し
の
思
案
　
　
　
　 

萩
原 

き
し
の

う
れ
い
ご
と
一
時
放
ち
浸
る
湯
に
き
く
と
も
な
し
に

聴
く
憂
い
事
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
久
保 

富
美
江

一
日
の
時
の
重
さ
よ
黄
の
花
は
緑
艶
め
く
指
の
オ
ク

ラ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

古
賀 

澄

螢
ひ
と
つ
筧
の
音
に
い
ざ
な
は
れ
光
り
て
い
た
り
庭

の
し
げ
み
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

滝
井 

幸
子

さ
わ
さ
わ
と
広
ご
る
青
田
の
畦
に
立
つ
白
鷺
の
白
ひ

と
き
わ
に
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　 

片
岡 

喜
知
子

大
輪
の
花
火
の
彩
り
消
え
し
闇
に
た
だ
よ
ふ
白
き
残

像
残
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

石
田 

守
子

綿
帽
子
と
見
紛
う
雲
が
黒
雲
に
覆
わ
れ
激
し
き
雷
雨

と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

飯
田 

良
江

く
れ
な
づ
む
山
の
端
に
立
つ
地
蔵
仏
の
小
さ
な
ち
ゃ

ん
ち
ゃ
ん
こ
赤
の
ひ
と
色
　
　
　
　 

広
沢 

日
出
子

【
岩
瀬
萩
歌
会
】　

亡
き
吾
子
の
使
は
な
き
ま
ま
の
診
察
着
淡
き
水
色
そ

つ
と
い
だ
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
関 

節
子

空
仰
ぎ
あ
か
ざ
の
杖
を
道
づ
れ
に
今
朝
も
二
千
歩
あ

ゆ
む
幸
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

安
達 

悦
子

船
底
の
如
き
柿
の
葉
拾
い
来
て
野
菊
を
添
え
て
窓
辺

に
飾
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

安
達 

す
み
子

秋
風
に
そ
よ
ぐ
尾
花
の
穂
の
上
に
さ
ま
よ
ふ
ト
ン
ボ

の
姿
い
と
ほ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

角
田 

玉
枝

妖
艶
に
咲
け
る
夕
顔
一
夜
花
清
ら
に
照
ら
す
十い

ざ

よ

い

六
夜

の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

坪
井 

ゆ
き
子

晩
秋
の
風
吹
く
庭
に
や
ま
ぼ
う
し
・
も
み
ぢ
も
負
け

じ
と
紅
葉
き
そ
ふ
　
　
　
　
　
　
　 

長
谷
川 

玲
子

啄
木
の
恋
ふ
る
古
里
は
山
う
る
は
し
く
山
な
き
我
の

ふ
る
さ
と
は
遠
く
　
　
　
　
　
　
　
　 

石
川 

喜
代
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いそ

山
やま

さやかさんが「磯山さやかの旬

刊！いばらき」（テレビ朝日）の収録のため、真壁町酒

寄地区の酒寄観光みかん組合の光
ひかり

農園（酒
さか

寄
より

光
みつ

司
じ

さん

経営）を訪れました。同みかん園には現在９軒のみか

ん農家があります。みかんの北限地である酒寄地区に

育ったコクのある甘酸っぱい味が特徴の酒寄みかんは

今が旬。ぜひ、みかん狩りにお出かけください。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
美
味
し
そ
う
に
ご
飯
を
食
べ

る
み
ん
な
の
笑
顔
が
大
好
き
だ

よ
。
こ
れ
か
ら
も
兄
弟
仲
良
く

元
気
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い
。

３
人
の
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

パ
パ
・
マ
マ
か
ら
ひ
と
こ
と

　
い
つ
も
仲
良
し
な
太
ち
ゃ

ん
、
晄
ち
ゃ
ん
。
日
々
、
た
く

ま
し
く
育
っ
て
い
く
姿
が
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
優
し

く
て
強
い
心
を
持
っ
た
大
人
に

な
っ
て
ね
。

中な
か

野の 

晄こ
う

我が

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
19
年
10
月
６
日
生

（
真
壁
町
椎
尾
地
区
）

中な
か

野の 

太た
い

陽よ
う

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
17
年
３
月
29
日
生

　
真
壁
石
材
協
同
組
合
で
11
月
10

日
の
早
朝
、
石
工
職
人
が
伝
統
の

「
道
具
焼
き
」を
再
現
す
る「
鞴（
ふ

い
ご
）
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鞴
は
昔
、
金
属
を
鍛た

ん
ぞ
う造
す
る
と

き
に
、
火
を
お
こ
す
た
め
の
道
具

で
、
旧
暦
の
11
月
８
日
に
は
鍛
冶

屋
な
ど
の
鞴
を
使
う
職
人
が
神
社

に
詣
で
、
仕
事
の
安
全
を
祈
願
し

て
「
鞴
祭
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
内
で
も
以
前
は
、
石
工
職
人

が
毎
朝
暗
い
う
ち
に
起
き
て
、「
鑿

（
の
み
）」
や
「
槌
（
つ
ち
）」
な

ど
の
鉄
製
の
道
具
を
鞴
で
た
い
た

コ
ー
ク
ス
に
入
れ
、
硬
度
を
高
め

る
た
め
の
焼
き
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
現
在
は
、
超
硬
合
金
製
の
道
具

に
替
わ
っ
て
か
ら
道
具
焼
き
が
行

わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
真
壁
石
工
技
能
士
会

（
岩い

わ

渕ぶ
ち

久ひ
さ

之ゆ
き

会
長
）
と
伝
統
工
芸

士
会
（
小お

原ば
ら 

正
た
だ
し

会
長
）
が
仕
事

の
安
全
祈
願
と
後
継
者
育
成
を
目

的
に
、鞴
祭
り
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
早
朝
５
時
に
20
人
の

会
員
が
集
ま
り
、
酒
や
餅
な
ど
を

供
え
、
鑿
や
槌
を
燃
え
盛
る
コ
ー

ク
ス
に
入
れ
、
鉄
が
真
っ
赤
に
焼

け
る
と
『
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
き
、

水
の
中
に
入
れ
て
冷
ま
す
』
を
繰

り
返
し
て
焼
き
入
れ
を
行
い
道
具

の
手
入
れ
を
し
ま
し
た
。

　
真
壁
石
工
技
能
士
会
の
岩
渕
会

長
は
「
今
回
は
、
石
工
技
能
士
の

後
継
者
育
成
を
目
的
に
行
っ
た

が
、
今
後
も
会
員
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
実
施
し
て
い
き
た
い
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
石
工
技
能
士
会 

会

長 

岩
渕
久
之
（
☎
０
２
９
６

-

58-

５
４
７
９ 

）

山や
ま

中な
か 

一い
ち

路ろ

ち
ゃ
ん（
写
真
中
央
）

 

平
成
18
年
９
月
３
日
生

山や
ま

中な
か 

大だ
い

和と

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
21
年
１
月
18
日
生

山や
ま

中な
か 

温は
る

仁と

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
24
年
５
月
10
日
生

（
真
壁
町
椎
尾
地
区
）

～
石
工
職
人
の
後
継
者
育
成
～

伝
統
の
道
具
焼
き
を
再
現

鞴
ふいご

祭り
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